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季節性のある業種が多い農林水産省所管
の業界団体に対するヒアリング結果と、
その結果を踏まえた対応

別添
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企業の取組･対応事例

参考



①働き方改革推進支援センターの相談例

②各種助成金・補助金の活用例

【相談事例③】
４月から始まっている年５日の年次有給

休暇の時季指定について、まだ対応できて
いない。制度の確認と、どのように取り組
んだらいいか。

【漬物製造業、約10名】

働き方改革関連法の概要や、１年単位
の変形労働時間制をはじめとした労働時
間制度の仕組みを説明。労務管理上の課
題について継続的に支援している。

【相談事例①】
長時間労働の是正や女性・若年者が活

躍しやすい環境整備に向けた労務管理体
制をどのように確立すればよいか。

【菓⼦製造業、約30名】

法改正内容を説明の上、年次有給休暇管
理簿の作成方法や計画的付与制度の活用な
ど具体的な助言・支援を行ってる。

【相談事例②】
開業して３年目、業務は拡大を続けており、

新たな雇用を予定している。今まで労務管理
について独自に調べていたが、現在行ってい
る労務管理全般について、適正に行われてい
るか教えてほしい。【菓⼦製造業、約２名】

法定労働時間の考え方や36協定届の方法等
について説明を行った。
また、新たに労働者の雇用に向けて、助成金
の活用についても提案を行った。

【活用事例①】
弁当製造における盛り付け時間について、

配膳台の周りを従業員が移動して盛り付け
を行っていたため、業務が非効率となって
いたことから、助成金を活用して、ベルト
コンベアを導入。

【⾷品製造販売業、約40名】

ベルトコンベアの導入により、弁当の盛
り付け時間が２時間から１時間30分に短縮
し、同じ時間で10％
多く弁当を製造する
ことができるよう
になった。

働き方改革推進 支援センターの専門家による支援内容

【活用事例③】
もやし洗浄槽へのもやし投入作業について、

従来はフォークリフト免許を持つ特定の社員に
もやし投入作業の業務負担が偏っていたことか
ら、助成金を活用して、もやし栽培枠の自動化
を図るため、もやし栽培枠反転リフターを導入。

【⾷品製造販売業、約70名】

反転リフターの導入により、フォークリフト
免許保有者に偏っていた作業が免許保有者以外
でも可能となった結果、
もやし製造業務の平準
化が可能となり、生産
性向上が高まった。

〇時間外労働の上限規制への支援のみならず、労務管理上の様々な課題に対して支援を実施
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【活用事例②】
麺製造時に一度の大量の仕込みができず、また

生産品目切り替え時の釜の清掃時間に時間を要し
ていたため、業務が非効率になっていたことから、
助成金を活用して、新型の大容量釜を導入。

【⾷品製造販売業、約40名】

大型で生産品目の切り替え時に麺製造時の残り
物が落ちやすい釜に切り替えたことで、一度に大
量の仕込みが可能となり、
作業の負担軽減・能率向上
が図られるとともに、清掃
作業負担が軽減し、清掃に
係る人員や時間を削減する
ことができた。


